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1
すべての教育活動の基盤に生徒指導を据え、人
権感覚を高めるための研修や授業改善を進める。
入学後の早い段階で生徒が他者と協働するため
の取組や情報モラル教育を実施していく。

・生徒の感想文。
・生徒アンケート・保護者アン
ケートの評価。
・いじめアンケート、生活アン
ケート等の実施と分析。
・平素の生徒の観察。・出席
率、遅刻回数

1,2 A
生徒に対し体系的な人権教育を実施する一方、新たに生活アンケートも取り入れ、
学校全体で人権尊重を基盤とする教育活動を推進した。いじめやＳＮＳでのトラブ
ル等の生徒指導上の問題は、生徒部と学年会が連携して取り組み、いじめ対策委
員会等を実施して、組織で解決に向けて対応した。今後も情報リテラシーに関する
継続的な指導が必要である。

学年会や関係分掌、委員会と連携しながら教育活
動の基盤に生徒指導を据え、人権感覚を高めるた
めの研修や意識調査を実施する。生活アンケート
の項目をより実態的なものに変更し、効果的なもの
にしていく。入学後の早い段階で生徒が他者と協
働するための取組や一人一台PCの状況に合わせ
て、情報モラル教育の充実を図る。

2

感染症予防対策を今後も呼びかけ、校内環境の
整備と改善を実施する。生徒支援委員会の機能を
活かすとともに、学年会と連携して校内の教育相
談体制（教育的支援は教員が行い、心理的支援
はＳＣ、福祉的支援は学校福祉連携推進教員へ
繋ぐ）を充実させる。

・対象生徒の状況。
・スクールカウンセラーの活用
状況。
・気づきシートや支援計画・指
導計画の作成と活用状況。・
生徒面談の回数、状況

3，4 A

。生徒会の保健委員が、黙食などの徹底について校内放送で呼びかけ、啓発を行
うなど、学校をあげて感染防止対策の周知を徹底した。
担任、保護者、学年会の連携を図り、生徒支援委員会等で支援の必要な生徒の情
報共有と具体的な支援を行った。保健相談部と学年会が連携して、本人・保護者
の希望に合わせ、スクールカウンセラーの紹介や周知を行い、積極的な活用ができ
た。特別支援教育コーディネーターは、個別の支援が必要な生徒の相談窓口とな
り外部機関ともつなげ、協力して生徒への支援を行うことができた

生徒支援委員会の機能をさらに活かすとともに、
学年会と連携して校内の教育相談体制（教育的支
援は教員が行い、心理的支援はＳＣ、福祉的支援
は学校福祉連携推進教員へ繋ぐ）を充実させる。
今後も計画的に文書やHP、便りによる適切な情報
提供を行い、教職員の丁寧な声がけと情報収集を
図る。

3

生徒に様々な
活動に参加さ
せ、生徒のコ
ミュニケーション
能力を高める。

部活動は生徒数の減少などの実態をふまえなが
ら、さらに活性化を推進する。生徒会や委員会活
動、校外での活動など、生徒が主体的に関わり実
践する活動の機会を意識的に増やす。

・部活動加入状況。
・ＨＰや学校だよりでの情報発
信の状況。
・生徒アンケート・保護者アン
ケートの評価。

5 A
部活動に全校生徒の8割強が加入し、上位大会で結果を出す部が増えた。生徒会
が中心となって企画運営した学園祭（東雲祭）は、感染症対策を工夫して実施し、
生徒から高評価を得た。生徒が自分たちで企画して実践していく自主的な活動が
増えつつあるが、生徒会が主体となったあいさつ運動、東高カフェなどボランティア
活動を今後ともさらに広げていく工夫が必要である。

部活動は生徒数の減少などの実態をふまえなが
ら、さらに活性化を推進する。生徒会や委員会活
動、校外での活動など、生徒が主体的に関わり実
践する活動の機会を意識的に増やし、学校全体
で盛り上げる体制づくりをする。

4

教務部と学年会が中心となって、進路指導部・魅
力化推進部と連携を深め、効果的な学習指導体
制の構築を進めていく。主体的に学ぶ必要性を生
徒が実感し、行動に移すことができるように学年会
を中心に取り組む。

・授業評価アンケートの結果。
・学習時間調査の結果。
・学習成績、実力テスト成績。
・生徒アンケート・保護者アン
ケートの評価。

6，7 B

ICTを積極的に利活用するなどして、授業評価アンケートでは概ね良好な結果が得
られたが、学習時間調査、ETC、模試等の結果から、学習時間や基礎学力の定着
に結び付いていない生徒がいることが把握できる。生徒の学力を定着させ伸ばして
いくためには、さらなる授業改善とETCや学習時間調査等の方法を改善する必要
がある。教務・進路・学年会が連携して生徒の主体性を伸ばす動機付け、働きかけ
を継続的に行い、学習時間を確保させるよう取り組みを進める。

主体的に学ぶ必要性を生徒が実感し、行動に移
すことができるように教務部と学年会を中心に取り
組む。学校全体で学習に向かう姿勢を高めていけ
るようにする。学習時間調査の集計は迅速に行
い、その結果を職員全体で共有する。家庭学習時
間が増えない理由について調査提出時にアン
ケートを行い結果も共有する。

5

授業公開・研究授業、研修等に学校全体で取組
むことで教科横断的な取組をさらに進める。生徒
の一人1台ＰＣの効果的な活用を研究し、生徒の
「取りに行く学び」につながる授業改善に取り組
む。

・公開授業・授業研究の実施・
参観状況。授業評価アンケー
トの結果。校外研修、研究会
等への参加状況。
・学習センター（図書館）に関
する生徒アンケート及び貸出
率

8，9 Ａ

計画的に授業公開を実施し、また、ICT研修や先進地高校訪問などにも多くの教員
が参加して情報共有をはかるなど、授業改善や評価の改善に取り組むことができ
た。今後も授業改善の研究と実践を進めていくが、ICT活用の学習効果について検
証する必要がある。学習センターは図書展示の工夫や移動図書館等で活動を活
性化しており、授業での活用が充実しつつある。、今後も学習センターの機能強化
と広報活動を推進していくことが必要である。

授業公開・研究授業、研修等に学校全体で取組
むことで教科横断的な取組をさらに進める。生徒
の一人1台ＰＣの効果的な活用を研究し、生徒の
「取りに行く学び」につながる授業改善に取り組
む。他教科の授業を参観することが教科横断的な
取り組みにつながるので来年度も継続して、公開
授業・研究授業等を学校全体で取り組む。
引き続き、授業での図書館利用を支援する。

6

生徒が自発的
に活動する場と
機会の設定に
努める。

島根大学や地域等の外部人材も活用しながら、生
徒の主体的なライフデザイン形成に寄与する授業
や学校行事の展開と工夫を行う。進路指導部が中
心となって学年会と協力した進路指導体制の再構
築を図る。

・高校魅力化アンケート及び
生徒、保護者アンケートの評
価

10 A
「総合的な探究の時間」に大学生と生徒が触れ合い、進路について考えを深めた
り、大学教員による授業や学部紹介等、大学と連携する機会を増やすことができ
た。キャリアパスポートでのルーブリックの自己評価を実施し、生徒の意識の向上を
把握できた。今後も生徒が自分らしいライフデザインを実現していく力を育む活動を
より充実させていく必要がある。

島根大学や地域等の外部人材も活用しながら、生
徒の主体的なライフデザイン形成に寄与する授業
や学校行事の展開と工夫を行う。進路指導部が中
心となって学年会と協力した進路指導体制の再構
築を図る。土曜講座を活用し，小さな成功体験を
積ませる。模試の活用方法を工夫し、実施後の指
導体制を整える。各種講座の目的を明確にし，意
欲的に受講させる。

7

系統的・計画的
な進路指導に
より、個に応じ
た進路目標の
具体化を進め
る。

人材育成の観点で１年次からの体系的な進路指
導を行い、生徒が進路目標を設定する支援を手
厚く実施する。大学入学共通テストの分析を行い、
きめ細かい面談や学年ＰＴＡ等を通じて生徒や保
護者との進路情報の共有を図る。

・PTA総会への参加状況
・生徒・保護者面談の実施状
況。・進路希望調査状況
・進路検討会等への参加状
況。・共通テストの結果
・平素の生徒の観察。・生徒
の進路達成状況

11,12 Ａ

松江東高校の進路の手引き「保護者版」を作成し周知できた。各学年が計画的に
生徒面談を行い、進路や学習面でのサポート体制の充実を図った。また保護者面
談を実施し、生活面も含めた家庭との進路情報の共有を図ることができた。総合型
入試や学校推薦選抜入試で生徒の活動歴が生かせた。今後も、進路の目標設定
に関する生徒の主体性を引き出し、保護者との連携を深めるために、3年間を見通
した体系的な進路指導体制をより強化し、学年会、教務、魅力化推進部との連携を
図っていく必要がある。

人材育成の観点で１年次からの体系的な進路指
導を行い、生徒が進路目標を設定する支援を手厚
く実施する。大学入学共通テストの分析を行い、き
め細かい面談や学年ＰＴＡ等を通じて生徒や保護
者との進路情報の共有を図る。１年次は，自立学
習者となれるよう学習習慣を確立させ２年次は，自
律学習者となれるよう目標設定させ学習の質を向
上させる。３年次は，攻めの学習を展開させ、意欲
的に受講させ学力伸張を図る。
PTA行事の活性化を図り、PTA総会に出席者が増
えるような企画をする。

8
地域や外部と協働した授業や活動をさらに展開
し、生徒の主体的な地域・社会とのつながりを紡
ぐ。生徒が自らのあり方・生き方を模索しながら、
地域にアクションを起こして行こうとする力を育む。

・高校魅力化アンケート。
・総合的な探究の時間の各プ
ログラムの事後アンケートの結
果。

13 A

島根大学や松江市役所、川津公民館、市内企業等と連携して、「総合的な探究の
時間」の授業を中心に課題探究型の学習を実施している。この取り組みの中で東
高カフェやキラ星共創プロジェクト等、活動に主体的に参加する生徒が増えてお
り、魅力化アンケートで資質・能力の伸びが現れている。コンソーシアム等の外部資
源と協働しながら、次年度以降の実践について取組の強化を推進していく必要が
ある。

MATSUE探究での地域連携の改善と持続可能な
活動を推し進める。発表形式の段階的な指導を実
施する。地域や外部と協働した授業や活動をさら
に展開し、生徒の主体的な地域・社会とのつながり
を紡ぐ。今後もコンソーシアム等の外部資源と協働
しながら取り組みの強化をはかり、生徒が自らのあ
り方・生き方を模索しながら、地域にアクションを起
こして行こうとする力を育む。

9
生徒が学びを振り返り、自分のこれからの生き方・
あり方を探究する、校内や地域、外部での活動を
さらに支援する。

・高校魅力化アンケ―ト・生徒
アンケート・保護者アンケート
の評価。
・平素の生徒の観察。
・地域の方々の声。

14 A
島根大学、松江市や公民館、地元企業などとのつながりが様々なボランティアや行
事を通じて継続され定着してきた。地域とのつながりを求め、朝酌川フラワープロ
ジェクトなど校内外での諸活動に主体的に参加する生徒が増えてきている。今後も
外部資源と連携して、生徒の活動の機会を提供する場面を増やしていく。

朝酌川フラワープロジェクトなど現在校内外で生徒
が主体的に参加している諸活動を継続しつつ、今
後も外部資源と連携して生徒が学びを振り返り、自
分のこれからの生き方・あり方を探究する、校内や
地域、外部での活動を増やし、さらに支援する。

10

ホームページ
や学校便り等
により積極的に
情報発信を行
う。

学校の取組をすみやかに紹介するＨＰの更新頻
度を高め、構成や内容の整理を行う。保護者や中
学生の関心が高い課題探究型の学習や部活動の
情報を充実させ、多くの人に松江東高等学校の魅
力を発信する。

・保護者アンケート。
・ホームページの更新状況や
閲覧状況及び動画の視聴回
数。

15 A
ホームページの更新頻度を上げ、学校だより「EASTNEWS」等の発行をとおして本
校の現状を継続的に発信している。今年度も本校のＰＲ動画を作成して中学校に
配布し、ＨＰで公開した。また、中学校を訪問しての学校紹介の機会を活用でき、
オープンスクール参加者が微増し、参加者の満足度が上昇した。今後も本校の魅
力を伝える情報発信に注力していく必要がある。

学校の取組をすみやかに紹介するＨＰの更新頻
度を高め、構成や内容の整理を行う。保護者や中
学生の関心が高い課題探究型の学習や部活動の
情報を充実させ、多くの人に松江東高等学校の魅
力を発信する。

・概ね高く評価するが、全体的にアンケートが高評
価なだけに、家庭学習の時間が十分に確保できて
いないことの点数が僅かに下がるのが残念であ
る。・勉学のみならず、部活動など多方面において
生徒の自由な行動を支援出来る体制にあると思
う。
・生きる力は場数を踏むことでしか養えない。いち
いち怖い、恥ずかしいなんて考えている暇がない
程のボリュームで他者交流、イベント参加が必要だ
と思う。ボリューム確保には先生方だけではなく、
親御さんや地域、地域中小企業が関わることが求
められると思う。
・生徒の評価が高いということは適切に対応しても
らっていると感じているということであり、それが一
番だと思う。
・「人間力・つながる力」の形成には課外活動の役
割が大きいと思われるが、授業ではその役割をど
の程度補っているだろうか。
・校長の「東高は勉強だけじゃなくて、部活動や地
域とのかかわりをしっかり持てる面白い高校なん
だ」という言葉が表すようにその校風が国内でも注
目されるスタートアップ企業、上場企業の経営者を
多数輩出する稀有な学校になりえたのだと認識し
ている。今後も磨きをかけてもらい、ふるさと島根の
・学習に対する意欲を高める取り組みというのは非
常に難しい課題だと思うので、地道に現在の取り
組みを進めてほしい。
・家庭学習の時間の確保など、特に教員による評
価が厳しいことの背景に、まだまだ工夫できる余地
があると感じていらっしゃるように思った。
・どうしても学びたいと思わせる出来事（場数）を創
り出すことが肝要。あの人と仲良くなりたいとか、深
く関わりたいと思うからこそ、学ぶのだと思う。目的
の無い詰め込み型の勉強は本当に役に立たな
い。学生が主体的に「これが学びたい」を導く授業
や課題の提示などが重要だと思う。
・生徒による授業そのものの理解度にも言及がなさ
れると成果の客観性がより認識しやすくなると思わ
れる。
・家庭学習の時間を十分に確保できていないのは
何故かを探究していただきたい。
・これだけのボリュームを少数精鋭で実践されてい
る努力に対し、心から感謝している。だが、メッセの
発表会にも参加したが、以前より内容が小さくまと
まった感（つまらない）があったようにも思う。おそら
く様々な指導の末だと推測し、高校生のレベルは
高いと思うほどわかりやすくはあったが、「おもしろ
い」逆に「これダメだ」も無かった感じだ。せっかく
の成功、失敗、人との関係を深めるチャンスを逃し
ているなと勿体なく感じた。クレームをつけられるこ
とも相手の距離が縮まるチャンスとととらえ、少しば
かりの苦痛の先には自分の動き次第で大きなチャ
ンスに繋がることを実感してもらいたい。それが「人
とつながって生きる力」というのではないかと思う。
右肩上がりの時代であれば粒ぞろいもよかっただ
ろうが、これからの時代は人間はそれだけ面白い
コンテンツやプロダクトを企画し創出する力を持つ
かが求められるのだと思う。
・高大連携がより深まり、共同研究発表などの目に
見える結果となることを期待している。
・近隣に幼稚園、小学校、中学校、大学があるメ
・「地域社会」のみが取り上げられているが日本全
体や世界と比較したうえでの地域の特徴認識など
の広い視野も必要ではないだろうか。
・キラ星プロジェクト終了後もBANDLEAGUEのよう
に事業継続するプロジェクトが出るのは大きな成果
だと思う。
・NO14　地域社会への関心を高める教育活動に
ついて、生徒の評価より教員の評価が2割程度低
い。どちらも肯定的評価が7割程度なので気にする
必要はないのかもしれないが、生徒がもう十分だと
思っている一方で教員がまだまだと思っているとも
考えられる。生徒と教員の見ているゴールが違うの
かもしれないと思う。
・まだまだ足らないというのが本音だ。例えばイン
ターシップという名のアルバイト等を一定の管理下
のもとで実施するなどある程度のリスクテイクとその
中でのリスクヘッジをバランスしながら更なる工夫、
思い切った施策が必要。受け入れる企業、地域社
会、大学にも覚悟が必要。
・キラ星プロジェクトの積極的な参加により、北高・
南高の違いが鮮明になってきた。このような独自性
を大事にしてほしい。

地域社会の今
と未来に関わ
る力を育成す
る（社会力）…
社会的自立
力、地域共創
力

地域への
貢献意欲
を向上さ
せ、地域に
信頼される
学校づくり
を行う。

地元の大学や
地域との連携を
推進し、生徒が
地域作りの担い
手として活躍で
きる機会を増や
す。 A

人とつながっ
て生きる力を
向上させる
（人間力）…多
文化協働力

自他の人
権を尊重
し、互いが
高め合う切
磋琢磨を
推奨する。

生徒に柔らかく
丁寧に向き合
い、生徒が安
心して学べる集
団作りを行う。

A

自己の未来を
切り拓いてい
く力を向上さ
せる（学力）
…主体的学習
者としての力、
探究的学習力

自ら取りに
行く学びを
実践する
生徒を育
てる。

「主体的・対話
的で深い学び」
につながる授
業の推進に努
める。

A

令和４年度　島根県立松江東高等学校　学校評価表
評価計画 学校関係者評価

学校関係者評価をうけて次年度への改善策
令和４年度の重点目標と具体策


